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日中教育問題シンポジウム報告

庄　司　絶入男徽育学部鋤

　このたび福島大学は，軟膏学都が中心となって

蔵京瞬範大学と紅教蕎と学籍」に関する交流を始

めることにな継．i襲捲年i2潟茎i籍嘉こ凄む京舞簗範大学

において協定書の調印が行われ，私が鐵爆いたし

ました。

　そして翌鴛羅には，爾大学の交流活動の手始め

として，標記の「馨串軟膏緯題シンポジウムまが

もたれ，私が「類本教曹の堤賦と課題まについて

基調報吉を蓄テいました。会場は嚢彗騒の調印：式と講

じ応接灘織の部屋で，参緩者は大学院生を串むに

教官を含めた三二十数名でした。大きなラウンドテ

ーブルを醗み，院生諸豪蓄は全員がメモをと鯵なが

ら熟むに聴いてくれた。

　欝盤年度は詫蒙麟1籠大学から爾究者を耀いて．

歎ごろ．ほぼ講様の企露がなされる予定になって

いる。ご期詩いただきたい。

　今露の私の報告は，選訳の都合上あらかじめ濠

稿を送ったので，ここでは先ず，それをそのまま

紹介することとしたい。

田本教育の現状と課題

はじめに

詫京麟範大学にて　　欝鱒・鴛逓2

　このたびは詫京締籍大学と姦島大学との驚で，

教育と学術峯こ離する相互の交流を行うこと1こな辱

ましたことは，　まことに意義葉叢く，凌〉毒血ら慶びと

するところであ皇うます。また，交流協定調印のた

め1こお孝霧きいた：だきましたことに，を祭く感謝申し

上げる次第でございます。

　福島大学には教育学部の簸に経済学部と行政縫

会学蕪があ静〉ますが，こちらの大学との交流の中

心となるのは．私の属する教育学部でございます。

そこで私が，学長に代わってお舞いすることにな

ったわけでございます。

　そして，爾大学の末承い友好と交流の手始めと

して，皆さまにド霞本教育の現職1と課題まにつき

まして，お議する機会を設けていただきましたこ

とは，この上ない光栄でございます．

　今懸は籾の試みでございますので，馨本教曹の

おおよその現献をご鰹解いただくために，まず初

めに，日本教蕎の基本権造に灘わる鷺題を二つと

鱗あげ，その次1こ，初等教育，中等教蕎，高等教

育のそれぞれについて，当面する若干の問題を取

り圭1げることにしたいと考えてお鎗）ます。

亙　生涯学習社会の建設

　肇　生涯学習鮭会建設の必要性

　まず，欝本教官の基奉購造に関わる縫題の…つ

は，生涯学習蛙会の建設ということであ今ます。

　奉賛の雛会はきわめて変動が激しく，國疑の生

活様式や癒纏観も大きく変化しつつあ鯵，それに

癒じて教育を取換まく駿溌も著しく変貌しつつあ

1｝ます。その結果，学校教官に隣する難題も，人

聡の生涯にわたる学習活動の一環としてとして考

えざるをえなくなってお垂）ます。

　しかし考えてみますと，教育という営みはもと

もと学校だけでできることではないわけですが，

学校教育麟度が整備され，その役割が大きくなる

と，ついつい教育といえば学校の仕事と考えがち

にな穿〉ます。羅本では特に近年縁，その繧陶が強

まっているように思われ．ます。

　書来，人聞にとっては一一生が勉強だと叢われて

きましたが，学校中むの考え方が強まっている今

騒では，これまでとは異なる事欝も翻わって，生

涯にわたる学習を考えざるをえなくなっているの

であ陰ます。生涯学習縫合の建設が大きな課題に

なっているのは，このような事嬉からであ垂）ま

す。

　そのことをいくつかの藤について具体的にみて
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みたいと思います。

　2　生涯学習社会にお勝る学校教育の役割

　その一つは，このような犠溌の串で，学校教育

の役割について敵めて検討すべき時期にきている，

ということであ鯵ます。今醤の欝本の学校教毒は

量器的にみても高い水準にあ今ますが，解決すべ

き課題も決して少なくあ弓ません。醗えは1，本来

ならば家庭が行うべき子どもの基本的な生活習懐

や生活技能の脅威1こついても，最近では学校まか

せにしすぎる，という指摘も鐵てお今ます。学校

教育でできることには鰻穫iカごあ幸）ます。学校教育

を売実させることは必要ですが，その鰻雰をも認

識しな力寸ら，生涯に麗わる教青葉孟動全誓事の購造を

どのように纒織すべきかについて，再鹸討を追ら

れていると思うのであ身）ます。

　購様のことは，次のことからも害えます。今醤

のように欝進海歩の技術革新が求められる高度産

業社会においては，大学をも含めて学校教官を終

了した後でも，つねに新しい課題に直藤します．

このことは，学校軟膏の隆罪を示すと購鋳に．学

校教育における基礎教育の重要難を意醸すること

にな継ます。

　…一方，近年は労働薄闘の短縮が進み，週休二蓉

凝が急速に普及してまい弩ました。また，家事労

鱗の多くが電イヒされて余暇が増え，それをどのよ

うに活罵するかが蟹筏的な課題になってお鯵ます．

さらにまた，平均寿命が年々麺ぴたことによって．

考案麦の生活をどう充実させるかも，瞬様の大きな

課題になっております。それには，健康を維持し，

入生を生き解髪あるものにしなければな薯〉ません。

これらの課題を解決するためには，弩ク1｝エーシ

ョン活動を含む多様な学習の場が必要になきタます。

　これらの学習活動が学較だけではできないこと

は墾らかですが，しかし，そのような鑑涯にわた

る学習の基礎は．やは鞭学校教官で身につけさせ

なければならないものも少なくないでしょう。

　窪　社会教育へ¢期待

　上達のような学軟教育以外の教官活郵はヨー窟

ッパやアメ1ヌカでは歳入教育と呼ばれているよう

ですが，経本では握会教育と呼んでお準ます。

　一般の企業では，量雰の経済競争の串で事態分

の会縫が生き残るために，さらには業績をいっそ

う紳ばすために，技衛革新と蒼員の軟膏1こは資金

纏警簿3舞

霞を含め大変なカを入れてお象）ます、このことは，

政経灘係の諸機溺や地方§治体でも瞬嶽であ奮），

学校の教輝の場合も基本的には変わ季）ません。

　また，一一般斎甕の1多ク蔭エーシ蓑ン活動や生活

に潤いをもたせるための学習機会をできるだけ多

く提供することは，国および渠や講郷村などの地

方啓治体の大きな薙務になってお弩ます。最逓で

は…般の企業が行っているものも縫分多くなって

きました。それには，さまざまのスポーツ活動を

行う施設のほか，文学，それぞれの地方愛．歯黒

や霞本の政治購勢，欝楽や美術，料理．手芸．生

け花，育児方法．外露語の会話など，実に多種多

謙なものカずあ鯵ます。これらを辱彗鐸妻するのξま，　騒

中は主として職業を祷たない家庭の主婦や高齢者

であ享〉，一般の歎労者は徒事が終わった夕方や体

9に麟羅します。

　これらの款溌から，大学は縫合人がもう一度醗

究や学習がや穆直せるように入学の機会を与える

ことや，夏休みや抹謎などを秘矯して大学での講

義内容を広く学界考にも解放することが強く疎め

れるようになってお難ます．したがって各大学は，

このような新しい縫会の要請にも婦癒するよう，

さまざまの工夫をするようになってお陰ます。

　以上に遠べてまい垂｝ましたように，これからは

学校教毒をも含めて，われわれ，が彙涯紅わたって

学習の機会が得られるような縫会をいかにして建

設するかが，今雛の舞本教育の大きな課題の一つ

だと考えます。今後はさらにその内容を充実させ

ると翼時に，ノ墾さな町替の｛主役も瀦簿書しやすいよ

うに整備しなければならないわけです。

玉璽　学校五登舗の導入

　1　労働鋳鶴紛短編と学校教育
　本馨教官の基本構造に鷺わる第二の課題として，

私は学校五ξ垂凝の導入の騨題を取を｝■しげたいと思

います。これは，いっから導入されるのかは確定

してはお棄タません賦すでに一定の試みが改鋳（文

藻省》の擁重導のもとに全蟹のいくつカ》のε糞校や大

学で行われております。二・三年の内には実施さ

れるものとみられます。

　そ農を導入する背景には，おおよそ次のような

事椿があると考えられます。欝本は経済大国と言

われるようにな縫ましたが，搬器の国々に比較す

ると券種鯵寺鶏がまだかなを）長く，そのことが譲外

馨との経済摩擦の一つの療露にもなってお詩〉ます。
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欝本人は働きすぎである，という幾醤であ鱗ます。

また，大多数の国残が，仕事だけでなく，余暇を

活醸して生活に潤いをもたせたいと考えるよう紅

なってきました。

　そのため，最近は土曜舞と蓉曜縫を体欝にする

企業や官庁が多くなってきました。中小の企業で

はまだ実施できないところも多いのですが，露本

政府もそれを奨励していますので，これからは，

ますます広まるものと思われ，ます。

　そうな警ますと，学絞で麟く教輝だけが選に六

騒麗働くということは難しくな鐸ます。袴能な若

者が教輝になることを敬遠する領海さえ轟てくる

ことが懸念されます。また一方では，先にも運べ

ましたよう毒こ，子どもの教書を学校任せ導こしない

で，家庭がもっと子僕の教畜に責鉦をもたないと，

奉墨書こ健全に一子・どもを育てることカずできないので

はないか，という意見も強まっています。

　この縷題に臠するおおよその醗民鍵講は，子僕

や軟膏灘係考に賛成が多く，観たちには撰対が強

い，と蓄えるようです。観たちに鰻妻〉ませんが，

反魅する理灘は大きくは二つになるとみられます。

　2　家庭や地域紙金の受験入れ体翻

　その一つ慧，家庭や地域祇会には子僕を毎週二

目闘も遍ごさせる体灘ができていない，というこ

とであります。最近は車の数が急増した穆，住宅

地透くにも亀1険な場漸が増え，子僕が安’むして遊

べる場所が少なくな弩つつあ準ます。さらには

子僕の数も少なくなって，近所の子供たちが集

懸で元気よく遊ル婁ということ力重葬蠧毒こ少なくなっ

ています。

　その一一方で，たぶん欝本独特のものとみられる

学習塾や，ピアノや算盤のお稽古，水泳や麟道の

練習などに通う子どもが多くなってお今ます。こ

れ．らを零彗羅する子どもの害意合は，餐葬薦音聾と農季重部

でかな轡異な鯵ますが，都覆蕪では驚％薄後にな

っているようです。

　学習塾といいますのは，　あま鞭§肇蔓できるもの

ではないのですが，学校の勉強でよく分からなか

ったことや．更に力を紳ばしたいという子どもた

ちが層霧する，小さな私的な学校のようなもので

す。もちろん公的に認可された学校ではあ燐ませ

んし，指1導する人の資格などは簿も闘われ，ません。

もちろん授業料は払います。

　そして家庭では一人でテレビや漫錘を見た今，

テレビゲームをした移して過ごす，という子僕が

多くなってお鯵ます。そのためか．文藻雀の調査

や奉学教官の爾究によれば．子どもたちの律格｛身

長・体重・胸麟など〉が年々海上しているにもか

かわらず，体力（建方・持久力・瞬発力など〉は

逆に年々低下しています。

　したがって，今暮のような子僕の生活軟態は，

友だち織士が互いに協力し跡け合うことや．友だ

ち〈難入〉を思いやる気欝ち，さらには’む身とも

に逞しい子洪を育てるには決して望ましいもので

はあ警ません。境験のまま毎週二8溝も休みにな

れば，その額海がますます覇長さ麗る，というの

が学校五爵麟の導入に駁越する大きな理浅であぎ）

ます。

　当然．学校五爵毒響に賛成する立場からは，だか

ら，今こそ家庭や麺域桂会の教畜力を醒復すべき

である，　という主張力ずなされ．ます。

　3　学校五ξi髄と学力水準の維持

　学校五登簿瑞こ反対するもう一一つの大きな理密は，

■子供の学プ3カず低下するのではない力玉，　ということ

です。§本では現在，蕩校や大学への入学試験が

学校教官や子供の生活にさまざまの影響を及ぼし

ています。しかし現実には，どの高等学校を卒業

したか，どの大学を卒業したかが，その人の一生

を大きく左おするとも言われています。

　金業が縫員を採偏する場合や結鰹穏手を訣める

場合なども，人物そのものよき）も学歴が大きな要

馨になることカご少な」くない，　というわけですウわ

れわれ．は，それを学歴祇会と呼んでお鞭ます。そ

の学歴握会をいかに是鑑するかが重要な羅民的課

題とさ義てはいますが，実鰹には，その繧海がむ

しろ強ま拳つつあると見る入さえ少なくあ轡ませ
ん。

　このような実倦から，学力力ず低一ドするというこ

とは確かに大問題です。しかし，ここに今騒の欝

本教育の大きな苦難と，新たに取穆緩むべき課題

があると思うのであります。この点については，

後でもう少し逮べることにします。

　以上に達べましたように，学校五雛舗の導入に

は新たに解決しなければならない重い聡題もあぎ〉，

その実理は容易ではあ琴ません。しかし，これは

糧雰の多くの鬱々がすべに実現していますので，

臨本でも遠からず導入されるものと患います。

　実は羅本では第二次大戦直後，まだまだ蟹浅生
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活が霧難を極めていた亙鱗8年ごろから数年聡，ア

メ琴力の影響もあって学校五霞麟を実施したこと

があ弩ました。だが，それは予難した成果は得ら

れず，まもなく廃止にな雛ました。その時の反省

から，幾蓬もこれに反越する人も少なくあ滲ませ

ん。しかし，今羅と盛時とではすべての条件が大

きく変わっておぎ〉ます。

　これは，まさしく馨本教育の基本権造に関わる

重要課題の一つだと思うのであ郵》ます。それだけ

にこれが導入されれば，その影響もまた広く，深

いもの毒こなるのではないかと予想されます。

欝　擁等（小学校〉教育の課題

　つぎに，初等数奇，中等教育，高等教曹のそれ

ぞれについて，取辱上げてみたいと悪います．

　馨本の学校麟痩は小学校が碁才から六年驚．中

学校が三年賜，高等学校が三年麗，大学が醒年聡

が基奉的になってお鯵ます。小学校と中学校の九

年聡が義務教育ですが，高等学校の進学率もほぼ

95％になってお琴ます。大学の進学率は，二年賜

の短矯大学をいれますと鱒％近くになってお鞭ま

す。

　秘めに小学校軟膏ですが，羅本の学校教畜の串

では小学校が最も瀬調に行われていると叢ってよ

いでしょう。しかし，取合緩むべき課題がないわ

けではあ婆ません。そのなかから，二つを取幸）上

げてみたいと思います。

　1　生活科紛新設とその諜錘
　その一つは，小学絞一・二年生にゼ生活科まとい

う新しい教零喜寿ず設毒ナられ，ること1こなったというこ

とです。これをどのように指導して，教育効果をあ

喜ずるカ、カご当面の大きな課題毒こな移ます。琴置在，イ、

学校の教科は醜語，算数，理科，幾会科，音楽，

図麟工修，体畜，家庭科15・6年生のみ〉の8教科

です。雄鹿年からはい2年生の理科と桂会科が

廃壷され，それに代わって新しく　ゼ生i活科まが設

けられます。小学校の教科が変憂になるのは，第

二次大戦鐵来はじめてです。

　露本では，小学校・中学校，高等学校の教育内

容1こついては，文燕雀が作成するギ学習指導要籟達

1こよって，その基準を示すことになってお鞍讃す。

これがそうです。

　これによ今ますと，新しい盤三活審尋の書旨導穏標は，

「真体的な活動や経験を通して，露分と身1近な裡

会や露盤とのかかわ今に関心をもち，露分麹身や

露分の生活について考えさせるとともに，その遜

程において生活上必要な習横や技能を身に鍾けさ

せ，農立への基礎を養う纏となっています。要す

るに，これ．までの理拳｝と；縫会馨｝を実際生活を軸導こ

続会して学習されると織縛に，さらに，基礎的な

生活習橿や鑑活技能を身につけさせよう，という

わけです．

　現在は，大学の購屡小学校や．文藻省が措定す

る全蟹の恥くつかの小学校で実験的に試みられて

お今ますが，教騨にとっては．なかなか振導の難

しい教科紅なぎ〉そうですひ理科と；縫・会科を統合的

に学ばせること1ま，　ドイツの「專繭教授3　（S農。為

噴豊艶鷲麺搬〉などの縦があ幸｝ます。しかし．それ

1こ盛衰義懇濃や生活重支衛を繍えるとなると，はたし

て蟹嘉吾・算数・理孝導と豊》墓ごi教率薯として成立しうる

のカ、，　という不安さえ生まれます．このことは私

だけでなく，かな今の入が搬摘しています。

　しかし，このような不安を麹きながらも，あえ

てゼ鑑活科嘆を新設しなけれ．ばならない理鐵があ

ることもまた否定できません。それを私は，今繋

の小学校教蕎における二つ目の課題として，次に

述べることにいたします。

　2　生活体験の貧璽化と学校教育

　騒本だけのことではないと患いますが，逓年わ

れわれの生活様式や生活環境が大きく変化し，子

どもの成長に必要なさまざまな生活体験を十分に

もっことが，ますます難しくなっています．先ほ

ど遠べましたように，学校五羅麟の導入が難しい

理湊グ〉一つもここにあ今ます。毎週工銭闘も休み

になっても，子どもを家庭や地域縫合で遍ごさせ

る体麟ができていない，ということです．

　生活科という新教科の指導§標については兜ほ

ど細分しましたが．その後半離分には窪活上必

要な欝縷や技能を身につけさせ，察立への基礎を

養うまとあ締ます。　慈童まとはいいましても小

学校のレ2年生の子どものことですから，生活

上必要な習娯や技能も，これまでは主として家縫

が受け持つべきものとさ義てきた内容だと震える

でしょう。ところが，そのような習穣・や技能を身

につけていない子どもが多くなってきたことは，

誰もが認めるところであぎ〉ます。しかし，　ギそれ

は家庭の責任ですよ鍾と書ってみたところで，現

状のままでは事態が改善される見通しは立ちそう
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にあ鞍ません．そこで，学校軟膏が弓1き受けざる

を得なくなった，ということだと私はみてお諺ま
す。

　しかし，いかに生活様式や義会の構造が変って

きたとは言っても，学校教曹が本来は家庭の責任

であった部分まで期待されて，はたしてどこま

でその簸待紅癒えられるかは難しい擬題です．従

来からあった各教科の指導内容も時代とともに徐

々に変化し，充実していますので，それらの授業

をしっか鞭指導するだけでも教麟にとっては大変

な仕事なのです。

　したがって，学校教官に簿もかも鱗縛しても，

学校がそれに癒えられなくなった脅すると，学校

教育に越する国浸の繕頼が溺れかねません。そう

な麗ば，欝本の学校教育にとっては大きな損失に

なってしまいます。

　子どもの生葉舌体験力ご貧§§になることのもう一つ

の問題は，各教科の内容を実感をもって，しっか

童》と理解でき茎こくくなるということです。表庭藝的

な，挙に一一時的に記憶しておくだけの蟻識しか身

につかなくな鯵やすいのです。学較教鳶では締と

いっても各教科の授業に最も多くの時灘を当てて

お彰）ます。それは．各教科をしっか静｝学ぶことに

よって，単に子どもの知識が多くなるだけでなく，

人羅としても成長する力遇らです。　しカ｝し，表霞舞的

な記臆幸心の知識では，知鷺としても発展姓をも

たないばか轡か，人緯としての成長も望めないの

であ穆ます。

　私は半年ほど繭にζ大鷺形成をめざす授業のメ

カニズム嚢　く黎瞬書房，欝欝1という，このような

小さな本を鐵賑しましたが，この懸題を，理論と

実醗の爾癒から強調したかったからであ弩ます。

　なお，このような懸題は，次に違べる率等教育

ではいつそう深麟になってお穆ます．

欝　中等（中学校・高等学校〉教育の課題

　嘩　中等教育と入学試験

　中等教蕎は青年期（青年蕪期〉の若者を糞垂』象と

し，　中学校と高等学校の教書力ずあ撃ます。中学校

までが義務教畜で，就学率は小学絞と翼じくほぼ

獅％です。ただし，さまざまな理海で長鰻にわた

って欠籍している生経が，全体から見れば極めて

少数ではあ瞬ますが，おります。また，数学や瑳

科などの麟際的な学力鰍では高い水準を示して

お鱗ますが，改善すべき課題も少なくあ鯵ません。

　その…つに，高等学校や大学への入学試験の懸

題があ畠）ます。難しい入学試験を突破するために

真鰯に勉強するのは良いことですが，それだけが

教育雛標にな今ますと，種々の弊害が繊てまい最）

ます。それは入学試験の方法を改善することによ

ってある程度慧鞍げますが，それ．には縷饗があ鯵，

堤にさまざまな問題が指摘されています。

　縫えぱ，外国語ではギ実際的な会話能力」，露

語ではr自分の考えを生き鑑きと表堤する饒力ま，

理科や魅会科などではギ撫々の知識を総合的に活

罵する縫方」など1ま，実需馨こは講三富紅重要な能力

です、しかし入学試験では，鰻られた時懸で侮よ

弓も客観健のある評極〈点数〉が要塞されるので，

そのような能力を試す試験麗題はなかなか鐵題し

にくい，ということフ弊あ婁〉ます。いきおい，どうし

ても籔1麓的な知識の量や解答の遮さを試す㌶題に

頷きやすくな移ます。ですから，鐸璽の学習も充

実した深ま｝）のある学力，露分自身の欄性をも鑑

かしながら，将来に海静て神ばしていけるような

発展牲のある学力が畜ちにくくな鯵ます。

　さらに，入学試験にない畜楽・美徳・家庭科な

どの教科は，生後がまじめに学習しないという頷

向も生まれます。これ慧教曹一とたいへん懸ること

です。最適は高校生の大学入学試験の負握を軽減

するために，試験科目を極重灘こ減らす大学が．特

に私立大学に多くな鯵ました。それは受験生には

大歓逓ですので，最近は学費が高い私立大学の人

気が急一髪弄してお喜｝ます。それに婦撹しょうと，

このところ羅立大学でも試験科舞を減らす額海が

餓ています。入試科欝を少なくすることが試験方

法の酸善であると考える奇妙な現象が起きていま

す。もちろん私どもは，そのような考え方はとっ

ておを》ません。

　それで，高等学校では懲分の受験する大学の入

試科欝の地は真鰯に勉強しない生徒が急増し，高

等学校教育が混賦するという繧海が強まっていま

す。つい2艦ほど麟ですが，全国の高等学校長会

が「入学試験科覆を余弩滅らさないように」とい

う異擁の要望を鐵しました。文部省の諮問機関で

ある沖真教蕎審議会」でも，早速この開題を検

討するということです。当然のことだと考えます。

　入学試験に溝わっては，もう一つの問題があ琴

ます。それは．中学生も高校生も三年生の後半に

なるとスぷ一ツやその飽の諜磐・活動を縁とんど止

めてしまう，ということです。ほとんどが入学試
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験勉強のためです。これも教曹的には重要な購題

と害わざるをえません。

　2　校難をめぐる譲問題

　もう一つの鵜題は校麟，つま鱗生徒が守るべき

学校の蔑嚢彗であ鞍ます。現在，　それ，をもっと簡素

化しようという動きが全瞬的に起きてお縮ます。

　i§畿）年代からでしょうか，生後の学校生活を規

律あるものにするために各学校で校則をつくるよ

うにな琴ました。饑えば，膿装は学校で指定した

麟羅，頭髪は男子生徒1よ短髪，女子生徒は髪毛が

肩1こかからない長さ，頭につける1多ボンの色は黒

か蓄，靴下の艶縁臼，体銭の外欝は麟鰻で，等々

です。鞍懸の講容や程度は学校によってかなギ〉異

な今ます。

　このような校則が設けられるよう毒こなった蕎景

には，欝本が豊かにな今，生活が舞鴬に多様化し

たため毒こ，纏毳々の生徒婁こイ響琴彗的に播導することカず

葬鴬に難しくなったことがあげられます。そのた

め，観の方も多くは学校がこのような校則をつく

って守らせることを敏速する頼海があ陰ます。

　ところが数年繭から，特に男子の頭髪について，

見直しを求める動きが全醗のあちこちで鐵てまい

今ました。直接的には短髪を嫌う生徒が培えたた

めですが，それを支持する親も増えてお今ます。

頭髪は大鷺の体の一蔀であ鞭．それを校鑓で規鱗

するのは入権侵害ではないかとか，頭髪などは生

経の懸簸と責任に鉦せる方がかえって良いのでは

ないか，　とかいうことです、

　そのようなことが発蝶ですが，最透では，こま

ごましたことまで校則で鑑縫を縛るよりも，でき

るだけ生餐…霧身の醤欝嚢と責任を鱈頼する方が，教

蕎的にも良いのではないか、という考えが強くな

ってきました。二年ほど繭から文翻雀も，生徒や

縄たちの意見も参考にしながら，校辮を見直すよ

う指導してお琴ます。

　急に綾羅を緩めると生徒も蝿癒に混蔑すること

が予想され，なかなか難しい擬題ですが，生徒の

自立心を霧成し，教育本来の§的を達成するには，

嬢重に辛抱づよく取弩緩まなければならない課題

だと思います。

V　高等（大学〉教育と教麺養成

璽　大学教育の撮要

最後に大学教育について違べてみます．

欝輝3舞

好本の大学は，学鑑数からみると，蟹立大学が鎗

％弱で，私立大学が驚％強で，纏に東豪都や橿灘

察などの自治体が設置する公立大学があ鞭ますが

数は多くあ警ません．福為大学は国立大学です．

　大学への進学率は年々少しずつ上昇し，場在は

矯期大学を含めると韓％近くな弩ます。若年入

目の変動で高等学校の卒業生が欝§2まで増え続

け，そこから急、滅します。そのため，ここ二・

三年は大学入学試験がいっそう難しくなるとみ

られます。しかし，その後は，あま移実績のない

私立大学では．入学者が確保できず，経営が苦し

くなるところも墨てくることも予想さ義ています。

　堤在，文藻雀の諮購機鷺である大学審議会でこ

れからの大学の在鞭方について験討さ義ています

が，一一つの特徴としては，轡立大学も羅の規麟を

緩穣し，§蜜競争をさせて，いっそうの活性化を

纒ることにあるようです．また近年は構報科学の

進展に儲って，理工学灘係および経済学（経営学〉

関係の学部や学科の改緩や再簾成がかな辱行われ

てお今ます。

　大学全体につきましてはこのくらいにとどめま

して，次に私どもが関わる教員養成学翻について

お謡いたします。

　2　教麺養成へめ鰻待と課題

　教輝養成を主たる欝的とする教育学部は．全覆

の各都道購禦にある国立大学には一学蔀ずつあ彰｝

ます。そのほとんどが，およそi騰年蔚に§本の近

代教育講度が発足した際1こ瞬範学校として設麗さ

れたものであ修ます。そして第二次大戦直後の欝

4§年の教毒麟度改革によって，蟹立大学の教育学

部として新たなスタートを認ったのであ鐸ます。

小学校と中学校など義務教育諸学校の教麟および

高等学校の教輝を養成することを主たる目的とし

てお鞍ます。

　騒本の義務教育は微罪に誇纏うる内容と水準を

もってお事〉ますが，それを撞う教締はほとんどが

かつての輝範学校および現在の教畜学部で養成さ

れてお鞍ます。その意味におきまして，教育学部

の握会的使命は極めて重墾ものと受け生めてお鯵

ます。

　学校教蕎の充実を躍るには，侮といっても指導

に当たる教露羅の資質1と意欲を高めな導ナれ，ばな縮ま

せん。そのため近年は軟膏の重要性に臠する認識

が高まるに癒じて，教麟の専門的力量を高めるこ
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とが以繭にもまして強く求められるようになって

お垂）ます。

　纒えぱ，小学校一・二年生が学ぶ教科書の内容

はまったく擁歩的なものですが，それを効果的に

搬導して子僕の能力を最大鰻に神ばすには，教麟

の力量は葬常に高度なものが要求されます。小学

鮫高学年や中学生になれば，なおさらです。境に

私たちは，教舞の力量の；絹違によって子僕の能力

に著しい差が鐵ている実鯛を数多くみてお鞍ます。

　教練の專羅的力量が必要なのは各教科の指導面

だけではあ雷）ません。最近は幼究鯛からの盤活鬱

懐が身についていなかった鯵，家庭での生活が不

規魏になったり，学校の勉強について行けなくな

った琴．友だち関係がうまくいかなくなった移し

て，学校を休みがちな生後が少しずつ増えてお琴

ます．このような子どもの指導にも高獲iな専門牲三

が要求されます。

　このようなことから，今欝では大学の厘単簡だ

けで教騨としての十分な資質を身につけることは

なかなか難しい実精にあ盲）ます。そのために．欝

年程繭から軟膏学部1こも大学院が設置されるよう

になってまい童勇ました。そして，この修了者には

、L級の免許績が与えられるようになぎ）ました。

　また，この大学院では現職教縣が長鱗欝修生と

して，つま重ラ給料をもらいながら入学することも

できます。いま，私のところにもそのような教麟

がお群ます。　また，外国からの留学生もお準ます。

現在，武漢大学を卒業した優秀な大学院生がお票），

来年度は欝本の教育史を藩究したいという中馨の

方が入学することになっています。

　さらに，これは大学の担当ではあ鞍ませんが，

教蒼行政の方でも教麟の薄修を葬常に重視してお

撃ます。その中で特にご紹介しておきたいことは，

昨年から導入された薇任者醗鯵鰹痩であ畢）ます。

これは，初めて教職につく教騨には最初の一…年鶏，

特麗の指導教麟をもつけて，実践的な醗修の機会

を与えようというものです。嚢本の教鳶には睡鶏

的な舗痩になるものと思われます。

　窃任者の教麟も，一癒は…人の教麟としての盤∫

事をもちながらですので，負極過郵1になるのでは

ないかという’む醗もないわけではあ鱗ませメソカご，

是非とも素晴らしい麟痩として定着させていきた

いものです。

　私のお話はこのくらいにいたしまして，あとは

皆様からのご質難やご意見をいただいて補わせて

いただければ，と思ってお琴ます礁

　ご静聴，まことにあ穆がとうございました。

質疑と応答

　このシンポジウムは午繭＄時半に始ま讐，通訳

つきなので私の輻告に約董時醜業かか鯵，その後

の質羅や討議が至時擬ほど行われた。串国では畳

針みを長くとるためか，朝憲早いが・昼休みに入

るのも早いようである。

　質麗や討論の内容は，大きく整遇すれぱ三点に

なるが，やは今幸心となったのは教編養成の問題

についてであった。

　まず，教麟の役割が重要であることはよく瑳解

できたが，小学校教輝が中学校教麟と癖等のレベ

ノレで養成され，匿璽等の專罫弩牲力書必要であるという

点については，本当にそう思いますか，という質

懸があった。

　この点に関しては若干のコメン塾をしておきた

い。中国では，小学校教鰯ま高等学校レベルの中

等教籠学校で養威されてお薯》，現実にはその資格

さえもたない教締も少なくない。段本で言えば，

実業高絞と講じレベルで小学校教締が養成されて

いるわ1ナである。翌§1こ訪潤した夢実験小学校！

（購羅小学絞｝でさえ，5§名の教講参のうち大学卒

は校長を含む3名だけであった。ただし，独学で

大学卒の資格をとった教編が欝名ほどいるとのこ

とであった。

　したがって．薮本では中等学校の教麟と溝様に

塁年灘の大学で小学校教締のほとんどが養成され

ているということは，大きな驚きであったのかも

しれない。教科内容の程穫は小学校と中学校で多

少異なるカご，　ひと滲ひと鱗の入鶏を最大限に成長

させるための教職の専門姓は，　トータルとしてみ

れば小学校と中学校で郷ら異なるものではないこ

とを強調した。・あ愛1季導の医者は歳入病の医者よ移

レベルが低くともよいのか，という持論もつけ換

えたが．後である参簾者は，あれは説得力があっ

たとの感想を聡かせてくれた。

　このほか，すぐ続いてではなかったが，董鐙年ほ

ど繭に教締養成が始まったばか酵の畷と現在とで

は教纐養成がどのように変銘しているのか，また，

欝本の教錘養成は地の国と鏡鞍してどのようなと

ころが異なるのか，などの質問も繊された。これ

らの問題は私の最も勉強不定のところで，おおよ
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そ以下のように違べるにとどまった。

　欝欝代に舞木の近代学校麟度が発足したが，当

時の小学校は実質的には議み・書き・ソPバンが

主で，一般に教麟に対する親の儀頼慧大であっ

た．しかし現在では，教曹内容も著しく発展・絋

大し，家麓教畜力の低下に伴って逆に学校への藪

存度が高まっているほか，高学歴志海がますます

顕著になっているなど，親や被会の簸待に十分癒

えうる教締を養成するの1ま容易なことではなくな

っている。

　外国との比較については飼をあげればよいのか

隣ったが，初めにあげたのは，教職を大燐にする

栓会的意識がまだ比較的に強いのではないか，と

いうことであった。以繭に跳べればかな今羝羊し

ているとしても，飽の鬱々紅姥鮫すれば，まだ高

いと言えよう。1帰馨直後の暮にソ連の文翻大窪

（相当1が，昌本での蝿談の中で，窪先生曇とい

う言葉が警本ほど蓉敬されている侮は黛罪でもす

くない纏1毎響新潤，欝§轡・鴛・2瞬と霞ってい

る。1

　もう一つあげたの縁，数年繭にアメ1｝カ・イギ

蔭ス・蔭討イツの小・中・高を参観した時の実感

から，小学校教蕎の充実をあげた。ただし，これ

は手放しで喜べることではなく，ここが今後の醤

本教官の大きな課題にもなるからである。

　これらの国々では，外蟹入の往来が頻繁なため

にそグ〉国の巻葉を全く議せない子どもが入学して

くることも珍しくない。しかし，それらの子ども

をもそれほどの抵椀もなく受け入れる包容力をも

っているのである。蒙本の場合は．最透では入学

時に初歩の文字を書けない子どもさえ少なく，ま

してや饗本語を議せない子どものことなどは全く

考慮する必要がない．それだけにまた逆に，§奉

語を話せない子どもも安心して学校に通えるよう

な叢境に1まほど遠い．言葉に多少の説があるだけ

で雛除されかねない献1溌なのである。

　だから，騒本では学力水準の馨豫鷺較などには

籔然有鵜な条件をもつのであるが，そこがまた今

後の大きな課題毒こもなると思うのである。　しかし，

シンポジウムでは，この霧題を深めるまでにはい

たらなかった。

　大きな論点の二つめは入試麟痩についてである。

なにしろ中震は科挙麟痩の錘史をもつ蟹であ重），

現在でも高較や大学への入試の厳しさは総本雛．し

のようで，さすがに関心の高さがうかがえた。

鰺麟隼3羅

　騒本への留学を希望しているのであろうか，あ

る学鑑は大学入試の連続方式・分離分割方践，A

騒程・β縫程，さらには留学生の搬いなど，かな

鞍具捧的な質醗を真難に投げかけたゆ確かに麟度

としては復雑な面があるので，もし§本の大学を

受験したいのなら，あなたが受験したい大学につ

いて，縫程や入試科演等にすいて異捧的1こ確認す

る必要がある，などのアドバイスをした。

　しかし，ここでよ鯵重要な鶏題とさ義たのは，

欝本では入試鰯痩を敗害するためにどのような方

法がとられているのか，ということであった。推

薦麟穫，小譲文方式，入試科目の麟減などについ

て紹介したむ興味深げに醐蘇てくれたが，主とし

て議題とされたのは，入試科§の麟減がギ改善講

と言えるのか，　ということであった．翌霞喜こギ第

二購属中学較ま　紐毒の中学・高校）を参観した

ときの講では，中国では遷工系の大学入試には鞠

理と化学は必修であゆ，入試科目もそれほど少な

くはない，　とのことであった。

　三つめは，§本の大学，と鯵わけ女子学生の位

置づけにかかわるものであった。窺難大学では女

子が大都分だそうだが，女子は男性よ量）縫方が低

いとみられているのか。矯期大学と専門学校はど

う違うのか。簸島大学および凝承における学生の

男女圭ヒ慧どうか，など．

　最：近はかな重）変わってきたが，銭本では伝統的

に女雛は結婚すれば家庭に入る傾鶴が強かったこ

と，専門学校は学校教育法でいう「大学遥には佳

麗づけられていないこと，大学生の男女姥はほぱ

半々になっていること，轟轟大学では教奢学蔀が

辛々であるが，経済学部と行政桂会学部は亀大学

の場合と瞬様に，女子は少ないことなどを紹介し

た。

　私が基調輻告のなかで違べたその櫨の覇題（学

校五嚢麟，生活科，校則など1については，中国

灘に今のところ燐実感がないためか，質闘や討論

の場には登らなかったが，騨本教壽の境栽を知る

．しでは興味があったようである．驚饗ほど後のこ

とであるが．一一緒に食事をしていた時．ある入が

「§本では校麺などがどうして入権懸題になるの

ですか纏と筥っていたのが印象的であった。


